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論文内 容の要 旨
本論文は 8 章から成っている。
第 1 章は「緒言」である。本章においては本研究の意義と重要性を述べている。
第 2 章は「概論」である。本章においては金属の腐食機構概論とステンレス鋼概論とを述べている n
第 3~:は「ステンレス鋼の大気中における点状発錆現象」であるわ本章においてステンレス鋼の大気中
における点状発錆の原因はステンレス鋼中に介在している小孔状欠陥であるととがほぼ明らかとなった。
第 4 章は「点状発錆の性状に関する研究」である。本章においては小孔状欠附と関連させながら点状発
情の性状を研究した口との結果小孔状欠陥の本質は気泡または非金属介在物であることが明確となり， さ
らに小孔状欠陥の寸法と発錆性との関係がフエロキシル試験と顕微鏡検査とによって定量的に明確となっ
たのすなわち小孔状欠陥の寸法と発錆性との関係はつぎのようにまとめることができる。
発錆しないく0.03mm<発錆する
ただし小孔状欠陥の長軸方向および短軸方向の寸法のどちらか一方だけが乙の関係にあてはまるだけでは
発釘しない。また0.03 mm は発錆する場合もあるし発錆しない場-合もある c
第 5 章は「脱酸剤の効果に関する研究」である。第 4 章において小孔状欠陥の本質は気泡または非金属
介在物であることが明確となり，さらに小孔状欠陥のす法と発鈷性との関係が明確となっているので， lfT 
金乍的なうらずけのもとに脱酸剤を利用して小孔状欠陥の木質をたしかめると同時に研究室的な規松にお
いて小孔状欠陥の寸法に対する脱酸剤の影響を研究したのが本章である。 この結果小孔状欠陥は非金属介
在物であるという証拠がえられ， さらにカノレシウム系の脱酸斉IJ は小孔状欠陥の寸法をもはや発錆性が認め
られなくなる程度まで減少させる乙とが明確となった口
第 6 章ば「ステンレス鋼の工業的生町へのカルシウム系脱酸剤の適用に関する研究」である。第 5 章に
おける研究から明確となったものはすべて研究宅的な規模のものであるから， これを実際工場の操業的な
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規模にまで拡大した場合の適用性を研究したのが木章である口 乙の結果工場操業的に生産されたステンレ
ス鋼においても小孔状欠陥の本質はゴI_:企b~介在物であるという証拠がえられ， さらにカノレシウム系の脱酸
剤による処理は小孔状欠陥の寸法をもはや大気r:11 では発病性が認められなくなる程度まで減少させる乙と
が明確となった。すなわち工業的に生産されたステンレス鋼においても小孔状欠陥に対するカノレシウム系
脱酸剤の効果が立証され，さらに小孔状欠陥の本質は非金属介在物であるととが明確となった D
!f) 7 章は「ステンレス鋼のん気1[1 における点状発鈷に対する IW-， l二法」である。本章までの研究において
小孔状欠陥の本質は非金属介在物であることおよび小孔状欠陥の寸法に対するカルシウム系脱酸剤の効果
が明確となっているので， このことと第 4 章における発錆限界の数値のとを組み合わせることによって，
ステンレス鋼の大気巾における点状発錆に対する防止法がみちびきだされる。 防止法としてはつぎのよう
な方法である口基本的な考えかだとしては， ステンレス鋼中に非金属介在物をできるだけ介在きせないよ
うにすると同時に，どうしても介在してしまうものに対してはその長軸および短軸方向の寸法を0.03 mm 
以下におさえるようにすることである。また具体的な方法としては， 治製時の脱酸工程における脱酸剤と
してカノレシウム系の脱酸剤を使用することである。
第 8 章ほ「総括」である口
論文の審査結果の要旨
本論文は緒言および総括を合めて 8 章より成っている。
第 1 章は緒言で，との研究の意義と軍要性についてのべている。すなわちステンレス鋼が近年建築， ホ
1恥化学装置などに大量に使用されるようになってきたが， その大気中における点状売却jがしばしばおこ
り，問題となっている。これについての研究をおこなったとのべている口
H~ 2 章は概論で， この研究に関連している金属の腐食機構およびステンレス鋼の特性についてのべてい
る白
第 3 章では我国および外岡におけるステンレス鋼の大気中における点状発釘現象について検討し， その
原因はステンレス鋼ιIJ に点在する小孔状の欠陥である乙とがほぼ明確となったとのべている。
第 4 章では点状発錆と関連させながち小孔性状欠陥の性状を詳細に研究し， 小孔状欠陥の本質は気泡ま
たは非金属介在物であることが明確になったとのべており， さらに小孔状欠陥の寸法と発錆の関係はほぼ
つぎのようである乙とを見いだしている。すなわち 発錆しないく0.03mmく発錆する
ただし小孔状欠陥の長軸および短軸方向の寸法のどちらか一方だけがこの関係にあてはまるだけでは発釘
しない。また0.03 mm は発錆する場合もあり， しない場合もあるとのべている。
第 5 章においては治全学的な矧I'1から脱酸剤を利用して小手L状欠陥の木質を確めると同時に研究室的な
規模において小孔状欠陥の寸法に対する脱酸剤の効果を研究している。 すなわち小孔状欠陥は非金属介在
物であることを明らかにし， さらにカルシウム系の脱酸斉IJによる処理は小孔状欠陥の寸法をもはや発錆性
が認められなくなる程度まで減少させるととが判明したとのべている。
第 6 章においては第 5 章でえられた研究室的な結果そ工業的規模の操業にまで拡大した場合の適用性を
研究している。すなわち工業的に生産されたステンレス鋼においても小孔状欠陥の寸法減少にカルシウム
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系!日1酸剤が有効であることを立証し， 同時に小孔状欠陥の本質は非金属介在物であることが明らかになっ
たとのべている口
第 7 章ではこれまでの研究成果にもとづいて， ステンレス鋼の大気巾における点状発鈷に対する防止j去
をのべている口 防止法としては基本的には非金属介在物をできるだけ介在させないようにすると同時にそ
の寸法を0.03 mm 以下におさえるようにすることであり， また具体的には脱酸工程においてカノレシウム
の脱酸剤を使用することであるとのべている口
第 8 章では以上の研究の総括をのべている。
以上にのべたように著者はステンレス鋼の大気中における点状発釘に関してその発錆因子の解明など基
礎的なものから工業的な防止法まで一貫してこれを明確にしている。 これは学術および工業の発展に寄与・
するところがまことに大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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